
「他動詞＋“自（来／去）”jの形に反映された方向義

-r取り

1. はじめに

“関”口元の｛立霊に）

じく

「押し返すj意味を中心に一

を用いて表される動作主格

l 1 なっている。

丸尾誠

の移動については、

なっ

その表す窓味は f方向義jにとどまり、“上、下、起”など他の方向ネ師苦の場合にみられる

ようなilR生的な窓口未（抽象義） 2への広がりはみられない。こうしたこともあり、割”は

方向禍言音のやでも臼本入学習者にとって一見その習得が盟難で、はないように思われるもの

の、仁ド関諾で；ま次のような fヲiつ込めるJ（飼 (1)）、「退けるJ（例（2））といつた行為を

方肉義と梼連fすけて

象物で；立ない場合など、注意を要する点のlつである。

(1) l也記下語的泊i調了間去。（《四世間堂：倫生） 385) 

ヨ邸主読さ

(2）詑他的~JI!点怒豆堕去（《HSKi司活用法i学鮮） 41) 

〔彼の見解を退ける］

本稿では r1也選i謁＋ jの形を取りよげ、 イメージで捉え

られる霊前Fについて、日本語の場合との棺迭に留意しつつ、みていくσ

2.元の場所に援す場合

＋“白つにおける

せで対象を「戻すjとしミう働きカミけを表すものであるσまず、典芸1的な沼法である対象を

充の場所に箆す状況について、着点カきum乍主体自身であるか否かに分けてみてみる。

2. 1.蒼点カ溜j作主体以外のとき

(3）潟活i｝詩文図涼史上（《訳i奇功i可用法i可典》 131)
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｛見た後に先の場所に蔑して下さい］

(4）約四一？味（《双i長z;J.絹用法渇典》 313)

｛ボールをlつ投げ返した〕

この状況を図示すると、次のようになる。

l主トI ~ J<s__ h 犠（起点口着点）

可ノ元の場所1:::.i・す［位霞変化i [Im 1 ]1 

2. 2.着点が動作主体自身のとき

着点が動作主体自身の場合には、一 ら離れたものを再び主体か歌り戻すとい

う4お兄が表される。

(5) r作ヲミ友的文件i投由来了（《仁村留i部ト活r171Jfwt》418)

[fl下日配布した文書は間JI又した〕

(6）悦不定他ff]又会把冠卒守酪去夜中間i前トi古河JU/I梓｝ 142) 

[1皮らがまた優勝を奪い返すかもしれない］

これを開示すると、次のようになるo

b》取り戻す｛｛立援変化｝
起点出着点

｛密2]

また、身体部位である手、足、首、苦などが対象の場合には、“V間”の形で伸ばした当該

部分を「縮める」（例（7）～（9））あるいは通常の｛立霊から月iき寄せるJ（剖（10）、（11))

意味を表すことになる。

(7）他把伸出去的手期開来了。（荒川12005:130) 

〔彼は伸ばした手をまたヲ！っ込めた〕

(8）他大月主的伶了伸閥:i的丙条老腿，制央又皇警部来；（《悶t銅堂：｛蝕｝ 259) 

〔彼は思い切って年老いただるい前足を伸ばしたが、慌ててまた縮めた］

(9）他鴻皮地把舌尖伸了出来，弓上又鎖国主－

(http://www.eduzhai.net/wenxue/ ddwx/ shdzc/ shangzao331.htm0 

［彼はいたずらっぽく舌を出すと、またすぐに51っ込め、］

26 



）
 
ハU
1
ょ（
 

425) 

(ll) 総攻了日おし 148) 

［識も話にのらないのを見て、役女はため患をついて、カタツムリのよう（＿

ヲiっi＆めた〕

2. 3.「叡り消しjを去す場合

2. に関連して、表現（言葉）、表搭（笑顔）などの表出は弓支出jというイメ

ージで捉えられるものであ；）、次の例では“V臨”の~で f寄ったことを街収するJ （→ 

；設問する），1英韻をヲ！っ込めるjなど「取りj脅しjの却未を表すことになる。

(12）我牧田部オ説的活（く2又i奇功i母吊法i河典） 336) 

｛夜、はさっ り；躍す〕

(13）及主義清楚.n外強者的是冠II主流他的那点笑君子突然牧田去，
担硬了。（く出世間堂：慢答） 272)] 

｛扉の外に立っているのが冠焼荷だ、と分かると、彼の笑顔は突然出え、

く騎くなった〕

(1心部此，必4東4支部撤退命令，要各令部臥｛乃在原来降地死守！

(http:/ /www.tianyabook.com／閃nwu2005/js/j/jiεpeizhu/zzdt/008.htm) 

｛従って、撤退命令を按臨しなければならない。各部隊にはヲ！き続き元の陣地で

死守させること口

次は千野泉の｛予uである。

(15）荷揚的自うピゴよ他｛｛］続上i投毘来 339) 

[t手は千晃三皇制変らの顔からヲ！っ込めると、粛を食いし；まって一言発した〕

3.外に押し返す場合

上でみた「元の註置に震すJ（［関1］）、；取り突すJ（［関2］）意味を表す場合には、

点カ満景fとされていた。これに対し、次の間3］て涼討しる？押し退す／押

味を表す場合には着点は背景化し、方向転換がに主肢が置かれる。
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(;)c: 
押し返す｛方向転換］

｛図3]

具体例を挙げておく。

(16）把筑波TJ)l器去。（予定JI12005 : 130) 

立話義をつっぱねた］

(17）拙納税点駁斥詔ゴミ（例（2）期号） 6 

[1皮の見解を退ける）

(18）・…・迩夜IE鴻l司IJ-1え就被攻香堵田去的理捻……（《恋愛的季令》 347)

〔それから正鴻が口にするとすぐに攻香に退けられる理論があり、）

開様の開Fし返すj意味を表す次のこ例にみられる“践宿去”のような？出家による働きか

ミた発想、などは、日本語の設合動鰐のZ計主成にはみられないものである。

09）川電， ;J-Jtr〔不敢蒋司If了，主主条条者，~是ilXす我的広？坐在器地的考l鱗著者我笑，翻良

~lぷ脱出臨的築学子接工盟主， …－一（http://tieba.baidu.com/f?kz=9l911l799) 

もうこれ以上開きたくない。これら1つlつはすべて私に対する

ものなのか。そばに患っていた馬麟が夜、を見て笑いかけた。私がこっぴどく

にらみつけると披は笑顔を71っ込めた］

(20）我正想u会u討議，却肴到自家］~,3民地睦了我－II良，

(http:/ /www.tianyabook.com/l王巴huan/

〔程、がまさ；こワ／、／、と大英いしようとしたときに、自棄にこっぴどくにらまれた

ので、夜、は笑い声をgiっ込めた）

4.内に押し返す場合

身体をく容苦号〉に見立てた馬法は、メタファー探究において広くみられるものである。

加えて、中国語では身体部位を媒介とした行為は、しばしばモノの出入りとして方向手前妻

“述、出”を用いて表される（冊え江“日包在、花出（力汽）、役出、呼出、自おま”など）。そ

の後に続くま信吾“来／去”については、話者の認識との関係から、通常はf本内への方向；こ

｛ま「；肖タミjを表す“去，’、 f本夕トへの方向にlま「出現Jを表す
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(21) 

そして“研ill去、 改出来”のような緩み合わせからは、

いうも この内から外；ニ向かおう

とし寸；言、μ未で、、？部｛去｝”の'Jf3が思いられる。ここでいう

）や？声J（汐lJ(20) (23））に加えて

247) 

出された］

の有する方向誌と

行列

ほか（鰐（24)

～（27））、そして「制官伊tl(19））や f気持ちj棉（28））といったも

(22）・…部要滋什立、，号奇跡咳勝:JE.又忍田去了c

ょっ うとしたとき、江主主、し して飲み

込んでしまっ

(23）一 。

(24) 

(25) 

(http:/ /www.cnread.net/ cnreadl/xdwx/m/maf，εng/llyx/071.htm) 

くの｛郡長かは唇をとがらせて鳴こうとしたれしっ；勃勃くこともなく、また

黙ってしまっ

：持3た樹j妥前］活{qJ去，拾j屯30° ’迭？芝？把寂m忍、回去喜甘立子か；去G
(http：！グI

｛窃のペ3にi畏の光が；欠第に集まつたら、頭をわずかに後ろ

これカ当震を押しとどめるよし

449) 

（牧草まはあくびを半分かみ殺し、

(26）把Jl話んlli岱去

く

(27) 

(28) 

しゃっくりをこら

くしゃみをこらえる〕

(http:/ Iv毛市＇W.eywedu.com/Maodunwj/mdzh/032.htm)

（そのやせっぽちのはげしい気互主はそがれてしまっ

こうした事象は次のように図式化できる。
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。
主体

［国4]

［掴3]i国4］ともに方向転換に主眼が援かれており、［園4］では外に出ょうとする対象

を押さえつけるという働きかけにより、ブロックというイメージが前景化される。次の例

では自や口が、移動の「採り返し地点Jとして捉えられているに

(29）凡次， j自己到工盤車安定都府力的時他的大限措，把指数了由去。（《剖世間堂・11命生》

167) 

ヨ可度か涙が自のやまて・fljったが、彼女はカを入れて大きく筏を見聞き、 i戻が出

るのを食い止めた］

(30）ー…・主主将，活翠民去. 1也xJw，出了，只是｛~cl.Ji主IIXT一口汽。（《馴跡的 72)

》うして、言葉が舌先までくると、彼はまたそれをヲ！っ込め、ただ気落ちして

ため息をつくだ、けであった〕

(31）地翠滋“保炉｛ゲ.i'ff.是活割堕迫又悶ITIJ去了。 179) 

江守つであけるJと彼女は言おうとしたが、 りまで来てまた欽み込

んでしまった〕

(32）他本題L託手指；＇t,会ij'f到 ：｛む｝雌不定、再もま起明器対自

己的｛九波，又力[J深；）Jυj、規約i見解。（計調域） 86) 

〔彼はもともと判制tどうして自分まで呼ぶことがあろうかと言おうとし、その

まで出かけてまたヲ！っ込めた。今はさ手捕が自分を敵視することを再

び持ち出して、また蘇さんの誤解を深めたくない］

そして、対象の一部がすでに外部に放出されている場合には、中断の意味カ清t景イヒさ
れる。次の例では麟乍最（例（33））やおI象（例（34）～（36））および状況説暁の詩句（例！

(37) (38））などにより、そのことカ宝読み耳立れる。

(33）隊大娘把活説了一半又府間去了，接着又何，・…・・（〈青春之歌》 340)

〔糠おばさんは半分だけ話をするとまた飲み込んで、しまった。そして続けて尋ね

た〕

(34）老人半開着服説：吟年玩了，明年可・…一”｛也初吉半匂活咽由去了。（《四tを同堂：
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140) 

じたま た

(35）“什，”

汀十・・・”

(36）“i科一－”

477) 

207) 

官、”を飲み込んだ〕

！”｛組問者i投了仮j去。

り た？何でもない、何でもないけ

をM：み込んだ］

とともに使われた剖も多くみられる。

11m主操坊終了好凡令援iうこ， 1!1.1:翠好了的it議5又瞬間去。

次のよう

C37) 1m逗謹告済：Lil木：…一

：倫生》 52)

〔披はさらに山水に言ってやりたかった（中略）しかし、彼は運動場をぐるぐる

と何授も歩き揺った挙句、頭の中で考えた言葉を飲み込んでしまった〕

(38）立fupjiJ翠詫；［I弓，一審祥子まま失安全主的祥子，卒上投務総護巻，把i君臨了間去。

54) 

［彼女はさらに開こうと思ったが、祥子のがっかりした様子と率に丸めた布団が

積んであるのを自にすると、

、ては「f簿記のみを示した“縮下去”の組み合わせが多くみられ、

部（33）～（35）および（37)(38）の“瞬間去”についても、いずれも“朝下去”と

えることカ宝できる。

また、誇設的に補語“国”を

(29）もあわせて参黒人

(39）“別措務，研拠出iえ！”大赤§把他的道議回去。

とともに部いることもできる（例

296) 

立ロを挟まないで、後女の言うことを開きなさい。jカラスウリl主役の話をさえ

ぎった〕

(40）神父本也想、笑…下， 1lJ是被一点絞蔑的神控波浪ま苦笑怒陪去。（く四世間堂：

70) 

｛宇中父もはじめ笑おうとしたが、わずかな軽慈の衿結の波により笑いがさえぎら

れた〕
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上でみた f言葉Jとは呉なり、口戻Jについては「流れ出るjの前段階である「沼にたまっ

たJti主主をも出現として認えることができるため、次の例においては、中盤rrでLはなく未放

出の状態に対して、‘‘i段”｛しまう〕や“裁

(41)祁老人一汽説完．小ll良ll古里寓着両親泊0 ・・…殺事帥， f也主主意的考笑君臨研Wi.

合引受ネE老人拙！諮問役回去。（〈間世間堂：懐惑》 146)

〔祁老人は一気に苦い終えると、小さな自にはi震がたまっていた。（中略）中庭ま

で来ると、彼はわざわざザクロをほめて、最長老人のi渓を引っ込めようとした］

(42）始的措勾上在II良中牧 …一地想段制住自己用…点最不近情喫的笑，把？§裁問去。

455) 

｛彼女の渓はすぐに自の中でぐるぐる由った。（中略）彼女は岳分を抑制しようし

た。わずかな情理とは苦いがたい笑いで、 j戻をこらえた］

5，おわりに

以上みたように、字縮苦

象的な主定主義へのまがりはみられないものの、 笑い、涙などに方向性を克出して、

はま

j主釈

しゃ抑制を“V開”の形でよりi奈良守に表現するという点に、他の方向補語の馬法と

しさを見出すことができるといえよう。

1）ただし、 f戻ってくるjものが開じであるかどうかという点において、仁村富語の“思”

は必ずしも臼木語の「廃る／戻すjなどとは対花、しない。例えば

a.一同人参崩御…禁制民（似活功i税法i棋） 172) 

〔50グラムのニンジンで耳設1着にしかならなかった〕

b.我i上他…到目的地就鈴我拍閉一封J'gj'良（〈双ill幼i可用法i司典》 269)

〔私は彼に罰的地に着いたらすぐに電報をくれるように言った］

aで吋ニンジンが戻ってくるわけで、はなく、 bでユは彼が電報を打ち返すわけで、はない。

こうした事象に関する考祭は荒）112005、丸尾（準備中）などを参日言。

2）刈月中主繍1998は方向補語の文法的意味を“超向意文”〔方向義〕、“結来意文”［結果義］、

切む";i,'cjg,：文”［状態義］という3つに区分している。本稿でいう f派生的な意味jとは後
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12005: 

して充てられる

とになる）。杉村1991、丸尾

4) ［図1］および［罰2］では、

ように、

では、

'i 
冶

ついては不暁あるいは問題となっていない

とその呂

している）ということ

日“自身、回尖、自言”日投ろを）振り向く）などにみられるように、ある特定の践

との組み合わせにおいて、動詩“出”はそれ自体で「向きを変えるjという

6) 

事

」伊

におけるピンイン表記も“i段回sh加／／！mi”

に行／Jのない“b6hui”となっている。

のような場合とは異なり、間

7）例えば、議は“涌よ来、消出来、流下来、

8）対月中主繍1998は各種方向補語について、

的に説明した実用的な文法舎である。ただし、例えば

で表される。

しつつ、その罰法を体系

と結び付くものとして‘可

｛吏物体改交｛立笠的'i;/J作行方功i司”（266寅）という区分を設けたよで、その具体例とし

て崎、抱”などに加えて（科高でも挙げた）“忠、鐙”を挙げているものの、この

というものは“忍回去、 2登屈去”というフレーズが表すものであり、動認自

身のもつ特設だと

9）言葉や授の着点を示した のような表現がみられる。
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